
特許第3612061号 　曳航型海底耕うん機　シーマグワ

正式名称：海底耕耘による海底堆積物採取装置

海底は新鮮な海水にさらされ内部まで酸素が行きわたった酸化層と、波や海流などに

よる物理的攪拌が少なく固く締まり、ヘドロが溜まった還元層の２つに大別されます。

酸化層は貝やカニなど多くの底生生物の住処となっていますが、還元層は生息できる生物

の種類も限られています。

近年、沿岸域の漁場環境が悪化し、漁場としての効用の低下が問題となっているのも、

この還元層が広がってきているからです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　海底耕うん施工図

高砂建設は、固く締まって酸化層の薄くなった海底を耕し、土壌中に新鮮な海水を送り込

むことによって貝などの底生生物にとって棲みやすい環境を作り出すと同時に、海底に

堆積したゴミを回収・清掃・保全を図ることを目的とした、曳船型海底耕うん機

「シーマグワ」を開発しました。

シーマグワは海底のゴミだけでなく海産物に有害なヒトデ類も回収出来るのも

セールスポイントの一つです。

また近年、耕うん爪の代わりに高圧のジェット水流による耕うんを行う「ＪＥＴマグワ」

の開発に成功しました。

　　　　　   シーマグワ                           　　　ＪＥＴマグワ　　　　
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